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タ イ ル 張 り の 剥 離 に 関 す る 研 究

そ の 2 乾 燥 収 縮 に よ る き れ つ の 解 析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　小野木貴宏
昭

　 1 序 　 乾燥収縮に より下地 モ ル タル や張 り付けモ ル タ ル に 生

じるきれ つ の 解析 を試み．た。 図 1 の ように二 丁掛 または小口平 の タ イ ル の

長辺方向また は 短辺方向の 断面 で 、 対称性から タ イ ル の 半分 の 部分 を 解析

対象 に した 。 2 次元 の 平面歪状態を仮定し 、 8 節点 4 辺 形の ア イ ソ パ ラ メ

ト リ ッ ク 要素 で パ ッ チ テ ス トに 合格す る 適合要素 を用 い た有限要素法に よ

り、 平居の 開発し た プ ロ グ ラ ム を使 っ て 数値計算を行 っ た 。 材料 の 物性は

測 定結果 か ら 表 1 と し 、
コ ン ク リ

ー
ト壁体 の 上下 の 面 が 変位 し な よ う に 完

全拘束 した 場合 と 、 補強鉄筋 に よる拘束 で 縮む場合 （拘束が無 い 目由収縮

の 90 ％ の変位を与え る） の 2種類を計算した。

　 2　解析モ デ ル 　　　　　きれ つ の 無 い 場合、 図 1 の 上面 の モ ル タ ル 部

分 に きれ つ が 生 じ た 場合 、 上下面 の モ ル タ ル 部分 に きれ つ が 生 じ た場合、

上下面とその 中間の モ ル タ ル 部分 に約 2cm 間隔 で きれ つ が生じた 場合の

4 種類の モ デ ル を 設定した 。 図 2 に上下面 とそ の中間の モ ル

タ ル 部分 に きれ つ を入れ た 場合 の モ デル を示す 。

　 3　引張応力度と きれ つ 　　　　　下 地 モ ル タル と張 り付

け モ ル タ ル の 接合面 に 生 じる y 方向 （接合面 に 平行な方向）

の 垂直応力度は 、
コ ン ク リ

ー
ト壁体 の 上下面に変位 0 を与 え

た 完全拘束 の 場合 は 図 3 に、コ ン ク リート壁体に鉄筋に よ る

拘 束 に 相当す る 自由収縮 の 90 ％ の 変位を与え た場合 は 図 4

に なる 。 きれ つ が無 い 場合は い ずれも 、 モ ル タル の 引張強度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 口 平 長 辺 方 向
よりはるかに 大 きな引張応力度が発生 して おり、 きれ つ を入

れ る に つ れ て 引張応力度 の 値 は 小 さ くな り、 上下面 と中間 の

モ ル タル 部分に きれ つ を入れ た場合は引張応力度は か な り小

さな 値 に な っ て い る。下地 モ ル タ ル や 張 り付けモ ル タル に は

こ の よ うに 多数 の きれ つ が 発生 して い る と考え られ 、 乾燥収

縮応力 や 温度応力を解析す る に は、モ ル タル に きれ つ を 入れ

た モ デ ル を使う必要が あ る 。

　図 3 と 4 の よ うに 、 モ ル タル に 生 じ る y 方向 の 引張応力度

の 値 は、タ イ ル の 寸法の影響を受けて い

な い 。コ ン ク リ
ー

ト壁体 を 完 全 拘 束 とす

る 図 3 の 方が 、 収縮 に よる変位を与える

図 4 よ り、 引張応力度 の 値は大 きい が 、

上 下面 と 中間部 の モ ル タ ル に きれ つ が 入

っ た後は 両者の差は 小 さ い 。実際 に は き
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　　　図　 1　解析対象
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　 図　 2　解析 モ デ ル （上下面と中間部 の

　　　　　 モ ル タ ル に きれ つ を入れた場合）
表　 1　材料 の 物性値

クイ ル フン ク リ
ー

ト 普 通 モ ル ク ル 張 り付け モ ル タ ル

ヤ ン グ率 （XIO5k 副 ・の 4．7 2．4 1．9 2．3

  ア ソ ン 比 Q．160 ．　 17 0．　 19 o．2

轄燥収縮率 〔X10
−4

） 0 一5 一10 一
藍 4

線熱膨張係数 （× 10
−5） 0．661 ．1 1．2 1．5
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れ つ 発生 な どで コ ン ク リートに 応力緩和が起こ り、
コ ン ク リ

ート壁体 の 収縮 は自由収縮を鉄筋 で 拘束 した値より

小 さくな る の で 、 図 3 と 4 の 中間 の 状態 で あると考 え られ る 。

　 4　まとめ　　　　 乾燥収縮応力や温度応力を解析するに は 、 モ ル タ ル に タ イ ル張り付け面 の 方向 と垂直な

方 向 の きれ つ を入れたモ デル を使 う必 要がある 。 図 2の 上下面と中間部の モ ル タル に きれつ を入れ た モ デ ル の よ

う に
、

タ イ ル の 寸法 に よ ら ず モ ル タ ル に 等間隔 で きれ つ を入 れ た モ デ ル が 適 当で あ る。

　　 O き れ つ 無 　 △ 上 面 き れ つ 有 　 口 上 下 面 きれ つ 有 　 ● 上 下 面 中 間部 き れ つ 有
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コ ン ク リ
ー

ト壁体 の 上下面 に変位 0 を与 え た完全拘束の 場合 の 下地 モ ル タル と張 り付け モ ル タ ル の 接合

面 に 生 じる面 に 平行 な方 向の 引張応力度 （下地 モ ル タ ル と張 り付け モ ル タ ル の 値 の 平均）

○ き れ つ 無 　△ 上 面 き れ つ 有　 □ 上 下 面 きれ つ 有 　● 上 下 面 中 間部 き れ つ 有
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図　4　コ ン ク リ
ー

ト壁体の 上下面に 自由収縮 の 90 ％ の 変位 を 与 え た場合の 下地 モ ル タル と張 り付 けモ ル タル

　　　 の 接合面 に 生 じ る面 に平行な 方向 の 引張応力度 （下地 モ ル タ ル と張 り付け モ ル タ ル の 値 の 平均）
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